












































































































② データ収集方法、③ 研究対象、④ 対象の経過、⑤ 







































件数 割合（％） 件数 件数 件数
割合
（％） 件数 件数 件数
割合
（％） 件数 件数
量的 95 57.2 53 42 人工呼吸器管理 4 2.4 4 ─
救急（ICU・
CCU含） 18 11.0 18 −
質的 67 40.4 25 42 緩和ケア 4 2.4 ─ 4 一般外科 14 8.4 12 2
その他 4 2.4 4 ─ 酸素療法 3 1.8 ─ 3 脳神経外科 13 7.8 6 7
横断 123 74.1 56 67 食事療法 2 1.2 ─ 2 整形外科 11 6.6 9 2
縦断 42 25.3 25 17 カテ─テル治療 2 1.2 1 1 腎臓内科 9 5.4 − 9
その他（混合） 1 0.6 1 ─ 放射線療法 2 1.2 ─ 2 呼吸器内科 8 4.8 1 7
質問紙 77 46.4 39 38 集中治療 2 1.2 2 ─ 一般内科 7 4.2 1 6
面接 41 24.7 18 23 緊急検査 1 0.6 1 ─ 循環器内科 7 4.2 1 6
参加観察 7 4.2 ─ 7 時間外診療 1 0.6 1 ─ 神経内科 7 4.2 4 3
その他 41 24.7 25 16 健康相談 1 0.6 ─ 1 乳腺外科 7 4.2 2 5
患者 85 51.2 41 44 PEG（食事療法） 1 0.6 ─ 1
内分泌・
代謝内科 5 3.0 − 5
看護師 38 22.9 16 22 持続陽圧呼吸療法 1 0.6 ─ 1 消化器外科 4 2.4 4 −
患者の家族 16 9.6 11 5 骨髄移植 1 0.6 ─ 1 緩和ケア・ホスピス 4 2.4 − 4
患者と看護師 10 6.0 7 3 造血幹細胞移植 1 0.6 ─ 1 眼科 3 4.5 3 −
患者と家族 4 2.4 1 3 褥瘡予防 1 0.6 ─ 1 呼吸器外科 3 4.5 3 −
その他 13 7.8 6 7 整腸作用 1 0.6 ─ 1 産婦人科 3 4.5 2 1
慢性期 45 27.1 2 43 アロマセラピー 1 0.6 ─ 1 心臓血管外科 3 4.5 1 2
急性期 37 22.3 34 3 その他 12 7.2 3 9 消化器内科 3 4.5 − 3
回復期 33 19.9 21 12 不明 11 6.6 4 7 口腔外科 2 1.2 1 1
終末期 10 6.0 0 10 病棟 101 60.8 50 51 耳鼻咽喉科 2 1.2 2 −
健康期 5 31.3 1 4 外来 33 19.9 9 24 泌尿器・腎臓外科 2 1.2 1 1
その他 28 16.9 22 6 ICU（CCU・HCU含） 13 7.8 13 0 手術室 2 1.2 2 −
不明 8 4.8 2 6 手術室 5 3.0 5 0 小児科 2 1.2 2 −
手術療法 54 32.5 48 6 在宅（家庭） 3 1.8 ─ 3 血液内科 2 1.2 − 2
リハビリテー
ション 13 7.8 3 10 検査室 1 0.6 1 0 一般混合 1 0.6 − 1
薬物療法 12 7.2 ─ 12 その他 4 2.4 4 6 検査室 1 0.6 1 −
救命救急 11 6.6 11 ─ 身体的援助 60 36.1 38 22 全科 1 0.6 1 −
化学療法 10 6.0 1 9 心理的援助 47 28.3 24 23 その他 8 4.8 2 6
検査 7 4.2 3 4 教育的援助 29 17.5 6 23 不明 14 8.4 3 11
透析療法 7 4.2 ─ 7 環境調整 4 2.4 1 3

































































































































































































































































































































































































































































































































































１つ の 体 系 と し て 評 価 さ れ る（Stuff lebeam & 
Webster, 1994）。例えば、卒業生の看護師が、多様な
保健医療機関で働くことが可能となる教育を受けたか
どうか、などを評価する。」としている。
このことからも、近年の臨床看護の多様な課題に向
き合い続けながら成人看護学に関わる教育体系を精選
して、教育課程に反映させることが必要である。
本研究では、論文の内容分析により、成人看護にお
ける現在の臨床の課題や看護の傾向について把握する
ことはできたが、あくまで研究として取り組まれた課
題の全体的な傾向の把握でしかなく、また単年の検討
であったのでカリキュラム検討に反映できるまでの広
く十分な内容検討にまで至っていない。そのため、近
年の動向を詳細に把握するために、今後は、複数年度
にまたがった論文の内容分析を行い臨床での課題や看
護について詳細を深めるとともに、成人看護学のカリ
キュラム検討に資する探究を重ねていきたい。
臨床看護を扱った論文の学会での取り扱いにおいて
手続きが必要となる倫理的配慮については、今回は十
分な考察を加えられなかったため、この点は学会の特
徴と強く関与する部分として今後検討を加えていきた
い。
また今回は、研究の多様さゆえに分析には至らなか
った対象（者）数や、成人看護の見定めに欠かせない
対象の年齢についても、今後の研究上の課題としてい
きたい。
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